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平成２７年度に実施しました「子どもの健康・生活実態調査」の結果がまとまり

ました。 

１ 調査の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 調査の目的 

（１）子どもの健康と生活の実態を把握すること 

（２）子どもの健康が家庭環境や生活習慣からどのような影響を受けているかを明

らかにすること 

（３）子どもの健康と世帯の経済状況にどのような関連があるのか（媒介要因）を

明らかにすること 

３ 調査の概要 

（１）調査対象：区立の小学校に在籍する１年生全員 ５，３５５名 

（２）調査時期：平成２７年７月（先行実施６校） 

平成２７年１１月（本格実施６３校）の計６９校 

（３）実施方法：無記名アンケート方式により、区が学校を通じて質問票や回答票

の配付・回収を行い、国立成育医療研究センター研究所社会医学

研究部が結果の集計・分析を行いました。 

（４）回答状況：有効回答４，２９１名（有効回答率８０．１％） 

 回答者の約９０％は子どもの母親 

４ 調査の結果 

  別添「平成２７年度 報告書」をご覧ください。 

【問合せ先】衛生部こころとからだの健康づくり課長 馬場 優子 

                          電話（３８８０）５４３３
 

記 者 会 見 資 料

平 成 ２ ８ 年 ４ 月 ２ ２ 日

衛生部こころとからだの健康づくり課

馬 場 課 長 （ ３ ８ ８ ０ ） ５ ４ ３ ３

「子どもの健康・生活実態調査｣の結果がまとまりました

●足立区民の健康寿命が都の平均

よりも約２歳短いという健康格

差がある 

●主な要因は糖尿病であり、「足立

区糖尿病対策アクションプラン」

を策定 

●糖尿病をはじめとする生活習

慣病予防には、子どもの頃から正

しい生活習慣を身につけること

が効果的

●国民生活基礎調査によると、現在

６人に１人の子どもが貧困状態 

 

●足立区では、平成２７年度を「子

どもの貧困対策元年」と位置づ

け、「未来へつなぐあだちプロジ

ェクト～足立区子どもの貧困対

策実施計画～」を策定 


